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町の人口 令和３年３月１日現在

世帯数 2,306戸 (－６)

総人口 6,690人 (－13)

男 3,296人 (－３)

女 3,394人 (－10)

(２月中の異動)

出生 ２人 転入 ８人

死亡 15人 転出 ８人

大
雪
に
な
っ
た
今
年
の
冬
で
す
が
、
よ

う
や
く
落
ち
着
き
を
見
せ
、
雪
で
な
く
雨

が
降
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
日
に
日
に
雪
解
け
が
進
み
、

冬
か
ら
春
へ
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
感

じ
ら
れ
て
、
個
人
的
に
好
き
な
の
で
す
が
、

杉
な
ど
の
花
粉
が
本
格
的
に
飛
ぶ
時
期
で

も
あ
り
、
花
粉
症
の
私
は
少
し
憂
鬱
で
も

あ
り
ま
す
・
・
・
今
年
の
春
の
花
粉
飛
散

量
は
、
例
年
よ
り
少
な
い
も
の
の
、
昨
年

の
春
よ
り
多
く
な
る
見
込
み
の
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
花
粉

症
対
策
に
も
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。(松

)

※この人数は外国人も含めたものです。

携帯・スマホから
アクセスできます
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資料館で開催中の雛人形展の中から、今回は享保雛の衣装について考えてみたいと思います。
享保雛（男雛）の装束は多くの場合、束帯風であると紹介されます。この束帯とは、平安貴族の正装で、
公家文化を端的に示す衣装ともいえます。ただしあくまで束帯「風」であり、公家の衣装に似せてはいても

大石田雛人形展は４月４日(日)まで

図１ 享保雛(男雛)

図２ 強装束 図３ 舞楽､蘭陵王の裲襠

有職（宮中にまつわる伝統的な儀式や文化）とはいえません。享保雛の男雛に
特徴的な、前掛け状のもの（図１）は、実際の束帯には表れない形です。この
首下から前身頃全体を覆い、さらに帯の下まで垂れ下がるような様式は、どの
ように生れたのでしょうか。
享保雛も含めて、現在も残る人形類を求めたのは、多くは裕福な商人たちで
した。一部の武家や公家を除けば、有職から遠い人々でしょう。そんな人々が
貴族の衣服を垣間見るのは、木版刷により庶民まで広がった百人一首カルタの
ようなものではなかったかと思われます。そこにあらわれる公家たちの装束は
厚い布に糊を効かせた強装束（こわしょうぞく）と呼ばれるものです（図２）。
この強装束は上半身の前身頃が強調され、あたか
もそれ自体が独立した衣服であるかのような印象
を受けます。
次に、裲襠（りょうとう・うちかけ）という貫
頭衣型の衣服があります。裲襠は武官の礼服で、
舞楽衣装などでも見かけるものです（図３）。身
体の正面を覆う錦織りで縁取りが施された裲襠は、
一見享保雛の男雛の前掛け状のものと一致するよ
うに思われます。しかし人形の背面には裲襠状の
ものはあらわれず、また、古今雛には裲襠の要素
が全く見られなくなるということからも、前掛け
状のものが即ち裲襠であるとはいえないようです。

ただし前述の強装束とも共通しますが、寺社境内で披露される舞楽もまた、有職を知らない人々にとっては
最も身近な装束の典拠となりえたのではないかとも考えられます。
以上のことをまとめると、享保雛にみられる前掛け状のものは、束帯の前身頃が絵画の強装束を三次元化
する際に、裲襠を参考にしながら形式化したものと考えられます。町屋の解釈が多分に含まれているとはい
え、その根底にあったのは公家文化へのあこがれです。そしてこの意識は、人形の様式が変化しても色濃く
受け継がれていくことになります。享保雛の次に流行した「古今雛」の名は王朝文化への強い憧憬から付け
られており、纏う衣装もより有職に近づいたものへと発展していくのです。
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物
流
道
路
の
補
完
路
と
し
て
整
備
さ
れ
る
よ
う
山
形
・
宮
城

両
県
に
要
望
し
ま
す
。

●
安
全
で
安
心
な
道
路
空
間
確
保
の
た
め
、
町
道
を
計
画
的
に

整
備
し
ま
す
。

●
行
政
と
住
民
の
総
力
を
結
集
し
て
道
路
除
排
雪
に
取
り
組
み

ま
す
。
流
雪
溝
未
整
備
地
区
の
整
備
に
向
け
て
、
国
、
県
お

よ
び
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
ま
す
。

●
町
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
居
住
環

境
の
向
上
等
の
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
を
継
続
し
ま

す
。

●
令
和
２
年
７
月
豪
雨
を
契
機
と
し
て
、
国
が
進
め
る
河
道
掘

削
や
堤
防
整
備
な
ど
の
最
上
川
流
域
治
水
事
業
の
状
況
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
令
和
３
年
度
に
着
手
す
る
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
立
地
適
正
化
計
画
の
更
新
策
定
を
進
め
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
地
域
と
学
校
の
一
体
的
な
活
動
推
進
を
図
る
地
域
学
校
協
働

本
部
の
運
営
を
よ
り
一
層
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

●
地
域
と
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
、
生
き
抜
く
力
を

培
う
質
の
高
い
学
校
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
外
国
語
活
動
と
英
語
教
育
の
充
実
に
努
め
、
国
際
理
解
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
進
め
、
生
徒
の
生
活
バ
ラ
ン

ス
確
保
と
教
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す

●
虹
の
プ
ラ
ザ
を
有
効
活
用
し
、
学
習
機
会
や
情
報
提
供
、
自

主
企
画
に
よ
り
町
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
情
報
提
供
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
機
能
を
強
化
し
、
魅
力
的
な
図

書
館
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
大
石
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
担
い
手
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
支
援
に
努

め
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
た
め
、
学
校
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し

た
学
習
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
整
備
し
、
関

係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
ス
ム
ー
ズ
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
努
め
ま
す
。

●
「
大
石
田
町
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
基
本
理
念
で
あ

る
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
の
福
祉
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
創
設
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

深
め
な
が
ら
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備

を
図
り
ま
す
。

●
出
産
祝
金
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
、
医

療
費
の
18
歳
ま
で
の
無
料
化
を
継
続
し
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
入
学
祝
金
交
付
事
業
を
創
設
し
、
さ
ら
な
る
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
診
査
、
各
種
健
診
の
受
診
率
を
高
め
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
令

和
３
年
度
か
ら
特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
を
拡
充
し
、
さ
ら

な
る
母
子
健
康
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
、
か
か
り
つ
け
医
の
定
着
な

ど
医
療
費
抑
制
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
町
衛
生
組
織
連
合
会
と
連
携
し
て
資
源
回
収
を
実
施
し
、
再

資
源
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
ご
み
収
集
日
や
分
別
の
周
知
を
徹
底
し
、
マ
ナ
ー
向
上
に
努

め
ま
す
。

●
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
石
田
を
通
し
て
、
身
近
な
環
境
の
美
化

と
と
も
に
公
衆
衛
生
規
範
を
醸
成
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

●
農
地
の
集
積
に
よ
る
規
模
拡
大
、
担
い
手
育
成
の
た
め
経
営

支
援
に
努
め
ま
す
。

●
収
入
保
険
制
度
の
加
入
促
進
を
推
進
し
ま
す
。

●
特
別
栽
培
米
を
奨
励
し
、
農
業
生
産
工
程
管
理
(Ｇ
Ａ
Ｐ
)へ

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

●
固
有
品
種
「
来
迎
寺
在
来
」
原
種
の
保
存
・
継
承
に
努
め
、

質
と
収
量
確
保
の
た
め
収
穫
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

●
森
林
の
多
面
的
機
能
発
揮
の
た
め
、
森
林
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
資
源
の
保
全
と
利
用
に
努
め
ま
す
。

●
町
内
に
お
け
る
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

●
労
働
力
確
保
の
た
め
商
工
会
・
金
融
機
関
と
連
携
し
て
求
人

情
報
等
の
周
知
と
活
用
を
促
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
後
を
見
据
え
て
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
地
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
、
国
道
３
４
７
号
沿
線
の
市
町
と
友
好
交
流
協
定
を
結
ぶ

涌
谷
町
と
の
交
流
・
連
携
を
軸
に
観
光
ル
ー
ト
づ
く
り
や
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
交
流
人
口
拡
大
と
物
産
振
興
に
努
め
ま

す
。

●
「
そ
ば
の
里
」
振
興
の
た
め
、
新
そ
ば
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
支
援
し
、
加
え
て
温
泉
利
用
の
促
進
や
特
産
品

の
消
費
拡
大
な
ど
観
光
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
消
防
署
大
石
田
分
署
の
設
備
を
活
か
し
、
ま
た
各
地
区
の
消

防
団
設
備
の
更
新
を
図
り
、
消
防
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
交
通
事
故
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
緊
密
に
連

携
し
、
交
通
安
全
意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
免
許
自
主
返
納
高
齢
者
へ
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

●
東
北
中
央
自
動
車
道
の
早
期
全
線
開
通
に
向
け
て
、
国
に
対

し
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、
国
道
３
４
７
号
を
災
害
時
の
重
要

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
新
た
に
４
名
任
命
し
、
町
の
交
流
拠

点
で
あ
る
Ｋ
Ｏ
Ｅ
ｎ
ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
運
営
、
町
の
Ｐ
Ｒ
活

動
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
観
光
振
興
な
ど
さ
ら
な
る
町

の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
移
住
相
談
会
を
開
催
し
町
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
定
住
促
進
事
業
補
助
金
や
移
住
支
援
金
を
交
付
し
、
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
創
設
し
、
新
婚
世
帯
を
対
象
に
経

済
支
援
を
行
い
、
町
外
転
出
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

●
口
座
振
替
の
推
進
な
ど
納
税
環
境
整
備
を
進
め
、
未
納
対
策

の
た
め
納
税
相
談
員
を
引
き
続
き
配
置
し
ま
す
。

●
小
中
学
生
に
対
す
る
税
金
教
室
の
実
施
に
よ
り
納
税
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

国
内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

未
だ
収
束
せ
ず
、
私
た
ち
の
日
常
を
脅
か
し
続
け
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
も
、
感
染
症
予
防
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
、
真
に

困
っ
て
い
る
人
に
迅
速
的
確
に
支
援
で
き
る
よ
う
気
を
配
っ
て

参
る
所
存
で
す
。
特
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
接
種
体
制
を
整
備
し
、
ス
ム
ー

ズ
な
接
種
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

昨
年
７
月
に
は
、「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
」
が
発
生
し
、

町
内
で
も
住
家
98
棟
の
床
上
床
下
浸
水
や
農
作
物
の
冠
水
被
害

な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
不
幸
中
の
幸
い
で

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
令
和
３
年
度
は
、
災
害
に

関
す
る
情
報
提
供
を
充
実
し
危
機
管
理
意
識
の
向
上
を
目
指
す

と
と
も
に
、
国
が
進
め
る
最
上
川
中
流
・
上
流
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
し
、
は
ん
濫
を
減
ら
す
た
め
の
治
水
対

策
へ
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
目
線
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
政
治
信
条
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
町
政
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
民
目
線
で
ま
ち
づ
く
り

各
分
野
の
施
策
概
要

◎
地
方
創
生
の
取
り
組
み

◎
納
税
対
策
に
つ
い
て

◎
保
健
・
福
祉
関
係
事
業
に
つ
い
て

◎
生
活
環
境
保
全
事
業
に
つ
い
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令和３年度 大石田町当初予算

「「「「「「「「心心心心心心心心豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかにににににににに幸幸幸幸幸幸幸幸せせせせせせせせ感感感感感感感感「心豊かに幸せ感「心豊かに幸せ感 じじじじじじじじるるるるるるるるままままままままちちちちちちちち」」」」」」」」じるまち」じるまち」をををををををを目目目目目目目目指指指指指指指指ししししししししててててててててを目指してを目指して
一般会計当初予算

48 7,000億 万円
令和３年度当初予算が議決されましたので、その概要をお知らせします。

一般会計予算は48億７千万円で、前年度当初予算と比較すると９千万円の増となりました。

一般会計・特別会計令和３年度当初予算額

福祉・医療、教育、道路整備などの基礎的な行政サービス
を行っていくための会計です。行政の主な事業はこの予算
によってまかなわれています。

一般会計

48 7,000億 万円
前年度比 ＋1.9％

特定の事業を特定の収入でまかなう会計のことで、収支を
明確にするために、一般会計から独立したものとなってい
ます。大石田町では６の特別会計があります。

特別会計

前年度比 －0.8％
20 1,480億 万円

歳 入
歳入における前年との比較 (単位：万円)

区 分 上段：増減額(増減率)
下段：前年度予算額

町 税 △1,713(△3.0％)
56,625

➡➡
地方交付税 1,500(0.8％)

199,400 ➡➡
国・県支出金 1,262(1.8％)

70,556 ➡➡
繰入金 7,244(11.0％)

65,685 ➡➡
町 債 2,470(9.8％)

25,100 ➡➡
その他収入 △1,764(△2.9％)

60,634
➡➡

区 分 上段：増減額(増減率)
下段：前年度予算額

議会の運営に 17(0.2％)
7,472 ➡➡

行政の運営に 6,317(5.7％)
111,419 ➡➡

福祉に △2,411(△2.0％)
118,780

➡➡
健康づくり・
きれいな町に

2,900(9.5％)
30,523 ➡➡

農林業の
振興に

△4,003(△14.8％)
27,096

➡➡
道路・住宅・
除雪に

△247(△0.6％)
43,769

➡➡
安全な町に 5,343(24.1％)

22,176 ➡➡
学校・
生涯学習に

△4,029(△9.3％)
43,199

➡➡
借金の返済に 5,235(7.8％)

67,244 ➡➡
その他 △122(△1.9％)

6,322
➡➡

歳 出
歳出における前年との比較 (単位：万円)

人件費：職員の給与など
96,816 (前年比1.7％) ➡➡

扶助費：障がい者支援や医療費助成など
53,639 (前年比△3.6％)

➡➡
公債費：過去の借入金の返済にかかる費用

72,478 (前年比7.8％) ➡➡
行政運営費：事業実施の事務経費や施設管理費用など

190,984 (前年比5.8％) ➡➡
施設等整備費：施設や道路などの整備にかかる費用

23,194 (前年比△17.5％)
➡➡

繰出金：一般会計から特別会計等に支出する費用
49,889 (前年比△2.8％)

➡➡

性質別にみる一般会計の歳出 (単位：万円) 一般会計および特別会計当初予算
(単位：万円、％)

区 分 予算額 増減率
一 般 会 計 487,000 1.9

特

別

会

計

国民健康保険 80,560 △3.9
次年子簡易水道 800 23.1
学校給食事業 8,420 △6.8
農業集落排水事業 8,550 △7.9
介護保険 93,800 4.0

後期高齢者医療 9,350 △6.7
計 681,040 1.1

自 主 財 源：市町村が自ら確保できる財源のこと。自主財源が多いほど財政の安定性が高い。
依 存 財 源：国や県から配分される財源。
地方交付税：全国どの自治体でも一定の行政サービスが提供できるように、国が財政状況に応じて配分するお金。
国庫支出金：国税の一部を譲与する地方譲与税や、国や県が使い道を決めて交付する国・県支出金、地方消費税や交付金

などのこと。
繰 入 金：積み立てていた基金などから予算に繰り入れるお金。
町 債：町が銀行などから借りるお金。
その他収入：町の土地などを利用したときの使用料のほか、諸収入や寄付金など。
公 債 費：過去に町が借りたお金(町債)を返すための費用。一般会計歳出の円グラフ「借金の返済に」の項目。

用 語 解 説

48 7,000億 万円
一般会計
歳入

地方交付税地方交付税
20億900万円20億900万円

(41.2％)(41.2％)

町 税町 税
５億4,913万円５億4,913万円

(11.3％)(11.3％)

国・県支出金国・県支出金
７億1,819万円７億1,819万円

(14.7％)(14.7％)

繰入金繰入金
７億2,929万円７億2,929万円

(15.0％)(15.0％)

その他収入その他収入
５億8,869万円５億8,869万円

(12.1％)(12.1％)町 債町 債
２億7,570万円２億7,570万円

(5.7％)(5.7％)

48 7,000億 万円
一般会計
歳出

行政の運営に行政の運営に
11億7,737万円(24.2％)11億7,737万円(24.2％)

議会の運営に議会の運営に
7,489万円(1.5％)7,489万円(1.5％)

福祉に福祉に
11億6,370万円11億6,370万円

(23.9％)(23.9％)

健康づくり・健康づくり・
きれいな町にきれいな町に
３億3,423万円(6.9％)３億3,423万円(6.9％)

農林業の振興に農林業の振興に
２億3,093万円(4.7％)２億3,093万円(4.7％)

道路･住宅･除雪に道路･住宅･除雪に
４億3,522万円４億3,522万円

(8.9％)(8.9％)

安全な町に安全な町に
２億7,519万円２億7,519万円

(5.7％)(5.7％)

学校･生涯学習･学校･生涯学習･
スポーツにスポーツに
３億9,170万円３億9,170万円

(8.0％)(8.0％)

借金の返済に借金の返済に
７億2,478万円(14.9％)７億2,478万円(14.9％)

その他その他
6,199万円(1.3％)6,199万円(1.3％)



おおいしだ未来づくり支援事業補助金 地域活性化や団体育成のための補助金 2,000
ふるさと応援基金事業 ふるさと応援感謝便等のための費用 486,650
移住・定住促進事業 貸出用小型除雪機購入、結婚新生活支援など 24,266
地域おこし協力隊事業費 地域おこし協力隊の活動費用(２名から６名体制に) 26,842
空き家対策事業 空き家バンク活用促進や危険空き家対策の補助金 9,546
各種選挙費 各種選挙に関する費用 8,065
各種統計調査費 学校基本・経済センサスなどに関する費用 672
新型コロナウイルス感染症対応事業 中小企業災害等支援保証料補給・利子補給金 17,560
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令和３年度令和３年度
一般会計一般会計 予算の主な使いみち予算の主な使いみち予算の主な使いみち

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 新型コロナウイルスワクチン接種に関する費用 9,562

予防接種事業 中学生までのインフルエンザワクチン接種など予
防接種のための費用 14,517

風しん抗体検査及び予防接種事業 風しんの抗体検査・予防接種に対する助成 1,814
母子保健事業 赤ちゃんギフトや不妊治療助成金などの費用 4,625
健康増進事業費（がん検診事業） 各種がん検診の助成金など 11,037
尾花沢市大石田町環境衛生事業組合負担金 尾花沢市大石田町環境衛生事業組合への負担金 195,475

灯油購入費助成事業 冬期間の高齢者世帯への灯油購入助成 750
身体障がい者自立支援給付事業 身体障がい者への介護費用の給付金など 75,552
知的障がい者自立支援給付事業 知的障がい者への介護費用の給付金など 102,483
精神障がい者自立支援支給事業 精神障がい者自立支援支給事業 17,400
一人暮らし高齢者等除雪費助成金支給事業 一人暮らしの高齢者への除雪費助成金 5,057
子育て支援医療給付事業 高校生までの医療費無料化に関する費用 26,143
出産祝金支給事業 出産祝金支給のための費用 3,850
入学祝金支給事業 入学祝金支給のための費用 2,470
児童手当支給事業 児童手当支給のための費用 78,463

行政の運営・まちづくりに(総務費)

健康づくり・きれいな町に(衛生費)

福祉に(民生費)

議会の運営に(議会費)
議員行政調査 他市町村の先進的な取組みを調査するための費用 805

消防設備整備事業負担金 消防署の設備更新、災害対応自動車購入費用 17,604

消防施設等整備費 消防ポンプ車庫の建て替えや、消防ポンプ車の更
新費用 51,617

災害情報等一斉配信事業 災害情報等をメールやLINE、緊急情報メール等
で配信するための費用 660

災害対策費 防災マップの更新や避難所運営マニュアルの作成
等に関する費用 14,605

安全なまちに(消防費)

修学旅行応援事業 小中学校の修学旅行への助成に関する費用 1,320
教育振興費（小中学校） 電子黒板購入、教育用タブレットに関する費用 31,079
図書館関連事業 町立図書館運営に関する費用 21,230
東京2020オリンピック・パラリンピック
開催事業

オリンピック・パラリンピックの聖火リレーに関
する費用 700

総合型地域スポーツクラブ事業 総合型スポーツクラブの運営に関する費用 2,133
町民大学開催事業 町民大学開催に関する費用 597
生涯学習自主企画事業 生涯学習自主企画運営に関する費用 8,181

学校・生涯学習・スポーツに(教育費)

道路除雪費 町道の除排雪や流雪溝の維持管理費用等 164,325
除雪機械購入費 除雪機械購入費用 28,820
都市計画マスタープラン等策定事業費 都市計画マスタープラン等策定に関する費用 11,000

地域優良賃貸住宅家賃低廉化事業補助金 地域優良賃貸住宅の低所得入居者に対する家賃低
廉化補助金 8,640

住宅セーフティネット家賃低廉化事業補助金 セーフティネット住宅の低所得入居者に対する家
賃低廉化補助金 1,440

住宅リフォーム支援事業補助金 住宅リフォーム支援事業の補助金 14,800

道路・住宅・除雪に(土木費)

農業次世代人材投資資金事業 新規就農者支援に関する費用 4,500
多面的機能支払交付金事業 農業の多面的機能維持・発揮のための活動を支援 57,009
県営横山第一地区農地整備事業 県営横山第一地区農地整備に関する費用 3,800
環境保全型農業直接支払交付金事業 環境にやさしい農業を実践する農業者に対する助成 8,500
水田農業構造改革事業 米の需給調整推進に関する費用 11,303
商工業活性化支援事業 プレミアム商品券発行のための補助金 3,500

資格取得支援事業補助金等 就業やスキルアップのための資格取得支援補助金
など 650

観光振興補助事業 観光振興イベントに関する補助金 1,764
大石田まつり関連事業 大石田まつり負担金 6,000

農林業・商工業の振興に(農林業水産事業費＋商工費)
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65歳以上の方の65歳以上の方の65歳以上の方の
ワクチン接種が始まります！ワクチン接種が始まります！ワクチン接種が始まります！

大石田町新型コロナワクチン接種対策室
保健福祉課 保健医療グループ ☎35-2111【内線170・171・172・173】

新型コロナワクチン接種対策室広報

•順番が決まり次第ご連絡しますので、申込みや予約は不要です｡
•必ず希望者全員が接種できる体制を整えますので、ご理解とご協力をお願
いします。

•接種は強制ではありません。接種を希望される方のみ、案内された日時に
接種会場にお越しください。

◆接種方法：「集団接種」で行います。

◆接種会場：大石田町町民交流センター「虹のプラザ」

◆接種回数：２回

◆料 金：無料（全額国が負担します。）

※今後も随時情報を発信します。
なお、64歳以下の方へは接種体制が整い次第、ご案内する予定です。

ワクチンが一度に全員分入荷しないため、順番でワクチン
接種をご案内します。

65歳以上※の方へ
新型コロナワクチンの接種券が届きます！

※令和３年度に65歳以上に達する方(昭和32年４月１日以前に生まれた方)となります。

この封筒が届きます。
届いたら必ず中身を
確認してください。

封筒には下記の①～④の通知が入っています。

接種券と予診票は接種当日に必要です。
接種当日まで絶対に無くさないでください！
紛失した場合は、接種当日より前に必ずご連絡ください。

①大石田町新型コロナワクチン接種のお知らせ
②新型コロナワクチン予防接種についての説明書 接種前にお読みください。

⎫
⎬
⎭

•２回分の「接種券」と「予防
接種済証」が１枚になってい
ます。切りはなしたり、剝が
したりしないでください｡
•バーコードの読み取り等をし
ますので、汚さないように保
管してください。

④予診票(２回分)
•接種を２回行いますので、予診票は２枚入っています｡ どちらも無くさないように
してください。

•記載内容の読み取り等をしますので、汚さないように保管してください。

※病気治療中の方や体調に不安のある方は、予診票を持って事前に
かかりつけ医にご相談ください｡

③新型コロナワクチン接種券



11 広報おおいしだ ３.３ 広報おおいしだ ３.３ 1011 広報おおいしだ ３.３ 広報おおいしだ ３.３ 10―― ――

もしかクラブ修了式が、２月24日(水)にふ
たば保育園で、26日(金)にふたば横山保育

園と大石田保育園でそれぞれ行われました。
その内、ふたば横山保育園ではライオン組の園
児たち14人が出席し、村岡町長からかもしかクラ
ブの修了証と黄色いランドセルカバー、防犯ブザ
ーなどを手渡されました。
４月には、町内で43人が新１年生として小学校
に入学します。道路を横断するときはしっかり左
右を確認してから渡りましょう。また、子どもた
ちが事故にあわないように、家族や地域の皆さん
のご協力をお願いします。

か

かもしかクラブ修了式を開催かもしかクラブ修了式を開催

ポーツ大会出場激励金の交付式が、３月９日(火)、12日(金)、15日(月)に役場で行われま
した。

今回は、東北大会や全国大会に出場された４人の選手に村岡町長から激励金が手渡されました。
村岡町長、本多教育長からの激励メッセージが贈られると、選手たちは来年に向けての抱負や、
次回大会への決意を語っていました。
選手の皆さんの、今後ますますのご活躍を応援しています。

ス
４人にスポーツ大会出場激励金を交付４人にスポーツ大会出場激励金を交付

(敬称略、順不同)

石田町社会福祉協議会会長表彰式が、２月19日(金)に
虹のプラザで行われました。

今年は、善行者として６人、優良老人クラブとして１人、
育成指導功労者として15人の合計22人が表彰されました。大
変おめでとうございます。
表彰されたのは以下の22人です。

令和２年度大石田町社会福祉協議会令和２年度大石田町社会福祉協議会
会長表彰式を開催会長表彰式を開催

大

表 彰 者

◆善行者
大石田ライオンズクラブ会長 石川 明文

大石田町更生保護女性会会長 佐藤 玲子

東町公民館館長 吉田 勉

木村 玄輝
ひろき

(下 宿）

髙橋 静雄 (来迎寺）

冨樫 啓一 (本 町）

◆優良老人クラブ
庚申町老人クラブ会長 青木 孝次

◆育成指導功労者
清水 修一 (上宿さくら会)

玉ノ原竹勝 (下 宿) 伊藤 博夫 (来迎寺)

飛渡 咲子 (来迎寺) 髙橋庄一郎 (小 菅)

斎藤 新一 ( 里 ) 西塚 幸一 (東町長生会)

福島リエ子 (仲 通) 齋藤 貢 (朝日町)

二藤部道男 (朝日町) 青木恵美子 (庚申町)

大沼 博明 (鷹 巣) 佐々木英治 (鷹 巣)

星川 一義 (鷹 巣) 星川 昇 (鷹 巣)

中学生が除雪ボランティアを体験中学生が除雪ボランティアを体験
石田中学校の生徒やスノーバスターズ等
による除雪ボランティア活動が、２月20

日(土)に町内６か所で行われました。
これは、大石田中の生徒たちから「除雪ボラ

ンティアで地域に貢献したい」という申し出を
受け、町社会福祉協議会が企画し実施したもの
です。
この日は、大石田中の生徒や教職員、ボラン

ティアグループ「スノーバスターズ」等約60人
が参加し、身体が不自由で自分で除雪ができな
い方の家など町内６か所の除雪作業を行いまし
た。参加した生徒の小玉澪

れい

さんは、「除雪作業
は大変だけど、人の役に立ててやりがいがあり
ます。」と話していました。

大

柴﨑 大地さん 安達 涼乃さん 菅井 千愛さん

氏 名
（学校名） 種 目 出 場 大 会 名

柴﨑 大地
たいち

(山形南高２年)
駅伝競走 第56回東北高等学校駅伝競走大会

柴﨑 愛有
あいり

（新潟大１年）
ポイントオリエンテーリング
ロングディスタンス競技 第47回全日本ロングオリエンテーリング大会

安達 涼乃
すずの

(山形北高１年)
チアダンス 第18回全日本学生チアダンス選手権大会

USA School&College Nationals 2021 全国選手権大会

菅井 千愛
ち な

(天童高２年)
なぎなた 第16回全国高等学校なぎなた選抜大会
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☎ 電話 35-3877 E-mail tosho@town.oishida.yamagata.jp
公式ＨＰ http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library/ “みんなでのりきろう”

■開館時間 午前９時～午後７時(日曜日・祝日は午前９時～午後５時)
■休館日 毎週木曜日(祝日の場合翌日) 《４月の休館日》１日㈭・８日㈭・15日㈭・22日㈭・30日㈮

※ ご協力をお願いいたします。感染拡大の状況により変更する場合がありますので、最新の開館・サービス
状況については図書館公式ホームページをご覧いただくか、図書館までお問い合わせください｡

対象別おすすめ本セット貸出対象別おすすめ本セット貸出対象別おすすめ本セット貸出

～春！新生活シーズンに読みたい本～～春！新生活シーズンに読みたい本～

入学や就職、異動・転勤などで新生活が始まったり、新
しく何かを始めたりする春の季節におすすめの本を紹介。

『乗りかかった船』
(瀧羽 麻子著、光文社刊)
雄平は、機械工学を専攻し、大学

院を卒業したのに、北斗造船の営業
部に配属され、次は人事部に。戸惑
う雄平だが…。「海に出る」はじめ、
明日、働く元気がもらえる、全７編
の連作短編集。

※すべて町立図書館蔵書

『園芸はじめました
超初心者の“庭作り”イラストエッセイ』
(あらいのりこ著、主婦の友社刊)
はじめて木や草花を育てることに
向き合ったイラストレーターが、土
作りから水やり、鉢選び、虫との戦
いまで、庭作りの日々を綴ったイラ
ストエッセイ。

『中高生の大満足弁当300決定版！』
(上島亜紀著、ナツメ社刊)
中高生だからこそ、しっかり食べ

たいお弁当。男子が喜ぶボリューム
満点がっつり弁当から、女子が喜ぶ
ヘルシー弁当まで、育ち盛りが喜ぶ
こと間違いなしのレシピが盛り沢山。
作りおきや朝ラクおかずも紹介。

『えらいこっちゃのいちねんせい』
(かさいまり文、アリス館刊)
小学校って｢えらいこっちゃ｣がいっ
ぱい！やることも時間も決まっていた
り、授業中にトイレに行きたくてもガ
マンしたり、学校内で迷子になったり
…。初めて小学校に行く子どものがん
ばりを描いた絵本。

●春休み特別企画●

春休み期間中、対象別のセット貸出を行っています。長期休みにぜひ色んな本に挑戦してみてください。

◆内容／｢０歳～」「３歳～」「５歳～」「小学校低学年」「小学校中学年」
｢小学校高学年」「中高生」各種セット

◆場所／大石田町立図書館入口付近展示コーナー ◆期間／４月中旬まで展示予定
※借りる際は、利用者カードが必要です。小学生以下の方は、利用者登録申込書
に保護者氏名の記入をお願いいたします。（中学生以上の方は、図書館カウン
ターで身分証明書（免許証・保険証等）の提示をお願いします。）

春休みにぜひ
お子さん・お孫さんと
おいでください♪

◆ ◆60歳未満の農家の皆さん！

に しましょう農業者年金農業者年金農業者年金 加入加入加入
★農業者年金のメリット★★農業者年金のメリット★

自分が納めた保険料とその運用益で将来受け取れる年金額が決まる
「積立方式（確定拠出型）」年金です。加入者・受給者数で左右されに
くいのが特徴です。

少子高齢化にも強い年金

月額２万円から６万７千円までの間で千円単位で保険料の額を決めら
れます。また、経営状況や生涯設計に応じていつでも見直し可能です。

保険料の額が自由に決められる

農業者老齢年金は、65歳から受給開始で生涯受け取れるだけでなく、希望すれば60歳まで繰り上げ受
給も選べます！
仮に加入者・受給者が80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずだった老齢年金
（現在価値相当額）額が死亡一時金として遺族に支給されます。
また、支払った保険料全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の節税となります。
ほかにも、基金が運用して得られる運用益および将来受け取る農業者年金（老齢年金および特例付加
年金）は公的年金等控除の対象となるため、65歳以上の方の公的年金などの合計額120万円までは非課
税となります。

終身年金で80歳までの保証付き

認定農業者で青色申告をしている方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者で一定の条件
を満たした方は、保険料の国庫補助（月額最高１万円）が受けられます。

一定条件を満たせば保険料の国庫補助が受けられます

※以下の３つの要件を満たしている方は保険料の国庫補助を受けることができます。
①60歳までに保険料納付期間が20年以上見込まれること。
②必要経費などを控除したあとの農業所得（配偶者・後継者の場合は支払いを受けた給料等）
が900万円以下であること。
③次の表の必要な要件に該当すること。
※国庫補助額を年金として受け取るには、農地等の経営継承が必要です。

■お問い合わせ先／大石田町農業委員会事務局(役場産業振興課内) ☎35-2111【内線151】

区分 要 件
国 庫 補 助 額

35歳未満 35歳以上
１ 認定農業者で青色申告者 １０,０００円 (５割) ６,０００円 (３割)
２ 認定新規就農者で青色申告者 １０,０００円 (５割) ６,０００円 (３割)

３ 区分１または２の者と家族経営協定を締結し
経営に参画している配偶者または後継者 １０,０００円 (５割) ６,０００円 (３割)

４ 認定農業者または青色申告者で３年以内に両
方を満たすことを約束した者 ６,０００円 (３割) ４,０００円 (２割)

５ 35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区
分１の者となることを約束した後継者 ６,０００円 (３割) ――
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大石田町スポーツクラブでは、令和３年度の会員を募集中です。興味
のある方はお気軽にお問い合わせください。

(３月15日現在)

大石田町の交通事故発生状況
(令和３年１月１日～３月15日)
●発生件数 １件 (－３件)
●負傷者数 ２人 (－２人)
●死亡者数 ０人 (±０人)
※( )は前年比

＝春の交通安全県民運動が実施されます＝

４月の主な行事予定
日 行 事 予 定

２㈮

大石田保育園入園式／午前10時／大石田保育園

ふたば保育園入園式／午前10時／ふたば保育園

ふたば横山保育園入園式／午前10時／ふたば横山保育園

５㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時30分／
役場相談室

７㈬
町内小学校入学式／午前10時／各小学校

大石田中学校入学式／午後１時30分／大石田中学校

14㈬

心配ごと相談／午後１時30分～午後４時／
社会福祉協議会

行政相談／午後１時30分～午後３時30分／
虹のプラザ小会議室

15㈭ 狂犬病予防注射(田沢・小菅・横山・役場)

16㈮ 狂犬病予防注射(大浦・豊田・海谷･鷹巣)

19㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時30分／
役場相談室

26㈪
農作業安全並びに豊作祈願祭／午後２時／
役場大会議室

農業委員会総会／午後３時／役場大会議室

29㈭
春季消防大演習／午前９時／
尾花沢市消防署大石田分署ほか（雨天の場合はク
ロスカルチャープラザ）

※都合により日程が変わる場合もありますので、事前に
お問い合わせください。

死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ271271日目日目

日曜･休日急患の当番医
４月 診療時間：午前８時30分～午後５時

家族の健康管理に気をつけて

日 当番医院名 電話

４日㈰ 伊 藤 ク リ ニック (23)3350

11日㈰ 神林内科小児科医院 (35)2202

18日㈰ 尾花沢市中央診療所 (23)2010

25日㈰ 後 藤 医 院 (35)2034

29日㈭ 加 藤 ク リ ニック (22)9877

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
４
月
上
旬

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
｢大
石
田
ひ
な
ま
つ
り
｣は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ま
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
大
石
田
ひ
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

産
業
振
興
課

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

☎
(35
)２
１
１
１
【内
線
１
４
５
・
１
４
６
】

大
石
田
ひ
な
ま
つ
り
の
中
止
に
つ
い
て

江
戸
時
代
、
最
上
川
舟
運
最
大
の

中
継
地
と
な
っ
た
大
石
田
河
岸
。
こ

こ
に
は
広
範
囲
か
ら
大
量
の
紅
花
が

集
荷
さ
れ
、
最
上
川
を
下
っ
て
酒
田

へ
、
さ
ら
に
海
路
大
坂
や
京
都
、
江

戸
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
一
方
、
上
方

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

｢大
石
田
雛
人
形
展
｣

｢大
石
田
雛
人
形
展
｣

｢大
石
田
雛
人
形
展
｣

や
江
戸
か
ら
は
、
最
先
端
の
文
化
や
芸
術
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

そ
の
流
行
の
文
物
の
中
に
は
、
絢
爛
豪
華
な
雛
飾
り
が
あ
り
ま
し

た
。
大
石
田
に
は
、
昔
か
ら
「
お
雛
見
」
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。

月
お
く
れ
の
４
月
３
日
、
旧
家
で
は
代
々
伝
わ
る
雛
人
形
を
飾
り
、

そ
れ
を
ご
近
所
や
子
ど
も
た
ち
が
見
て
回
る
と
い
う
も
の
で
す
。

｢お
雛
様
見
せ
で
け
ら
っ
し
ゃ
い
っ
す
｣や
、｢お
雛
さ
ん
見
で
っ
て

け
ら
っ
し
ゃ
い
｣な
ど
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
、雪
深
い
大
石

田
の
冬
の
終
わ
り
と
、
待
ち
わ
び
た
春
の
訪
れ
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

本
企
画
展
で
は
、
町
内
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
雛
人
形
を
は
じ
め
、

古
典
人
形
や
土
人
形
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
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大石田町スポーツクラブ事務局
教育文化課生涯学習グループ(虹のプラザ内) ☎(35)2094

誰でも、楽しく、スポーツを！

●スポーツ吹矢教室 ●太極拳教室 ●ノルディックウォーキング教室
●仕事帰りエクササイズ(エアロビクス・ヨガ)教室
●キッズヒップホップ教室 ●スポーツ民踊教室

①年 会 費／●中学生以下 1,000円 ●一般～64歳以下 2,300円
●65歳以上 1,500円

②教室参加費／●全額一括納入(通年１教室) 10,000円 ※４回分お得‼
●回数券(６回分) 3,000円

通年開催教室 年間６つの教室を開催します。

会 費 ①+②に申し込み用紙を添えて、下記まで申し込みください。

入会申し込み・お問い合わせは

大石田スポーツクラブ会員募集中！大石田スポーツクラブ会員募集中！大石田スポーツクラブ会員募集中！
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伊

藤

哲

夫

夜
中
ま
で
働
か
さ
れ
し
若
き
日
が
古
稀
す
ぎ
て
な
ほ
夢
に
あ
ら
は
る

海

藤

忠

男

俳

句

短

歌
期間：４月６日(火)～15日(木) 10日間

スピードは控えめに安全運転に努めましょう｡
※４月10日(土)は｢交通事故死ゼロを目指す日｣です｡


